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「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」

構
文
に
つ
い
て野

田

尚

史

「
ー
は
ー
が
a
l
-
-
」
構
文

日
本
語
に
は
「

i
は

i
が
a
l
-
-
」
と
い
う
形
式
を
も
っ
文
が
か
な
り
多
い
。
し
か
し
、
同
ピ
「

i
は

i
が
l

l
・
-
」
と
い
う
形
式
で
あ

つ
で
も
、
そ
の
構
造
は
一
様
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
な
か
か
ら
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
文
を
取
り
上
げ
、
考
察

を
進
め
て
行
く
。

初
め
口
、

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
文
が
「

i
は
1
が

i
i」
構
文
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
か
を
明
ら

(
1
}
 

「
1
は
1
が
j

i
」
構
文
の
分
類
を
行
な
っ
て
お
き
た
い
。

か
に
す
る
た
め
に
、

こ
こ
で
は
、
主
題
で
あ
る
「

i
は
」
が
、
他
の
成
分
と
ど
の
よ
う
な
論
理
関
係
に
あ
る
か
を
も
と
に
し
て
、

「

1
は
1
が

i
i」
構

文
を
①
型
か
ら
⑥
型
の
六
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。
②
型
は
本
稿
の
焦
点
で
あ
る
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
文
を
含
む

の
で
、
こ
れ
を
さ
ら
に
②
A
型
と
②
B
型
に
下
位
分
類
す
る
。
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①
 

「
こ
の
本
は
父
が
買
っ
て
く
れ
た
」
型

こ
の
タ
イ
プ
は
、
「

1
が
」
「

1
を
」
「
j
に
」
「
1
で
」
と
い
っ
た
格
成
分
が
主
題
化
さ
れ
て
「

1
は
」
と
な
っ
た
結
果
で
き
た
「
i

は
ー
が

i
l」
構
文
で
あ
る
。
図
示
す
る
と
山
の
よ
う
に
な
る
。

(1) 

年
凶
因
由
一
九
円
以
歌
山
岡
山
川
聞

こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
文
で
あ
る
。
閣
は
「
1
が」

が
主
題
化
さ
れ
た
文
で
あ
り
、

(3) 
は

「
ー
を
」
が
、

(4) 

は

「
1
に
」
が
主
題
化
さ
れ
た
文
で
あ
る
。

(3) (2) 

「
き
み
は
ど
ん
な
も
の
が
好
き
?
」

(
五
木
寛
之
『
ゴ
キ
ブ
リ
の
歌
』
二
二
六
頁
)

し
か
し
、
五
年
生
以
上
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
課
程
に
な
る
と
、
テ
ス
ト
で
「
5
」
を
と
る
ぐ
ら
い
の
こ
と
は
、
た
い
て
い
の
子
ど

も
が
経
験
す
る
。

(
子
安
美
知
子
『
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
中
学
生
』

一
六
八
)

(4) 

P
O
U
M
に
直
結
す
る
労
働
組
合
は
な
か
っ
た
の
で
、
党
員
は
U
G
T
に
加
入
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。

(
野
々
山
真
輝
帆

『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
』
五
六
)

(
2
)
 

聞
は
「
1
で
」
が
主
題
化
さ
れ
て
「

1
は
」
と
な
っ
た
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

'hu 

女
子
二
百
計
平
泳
ぎ
は
小
学
六
年
生
の
長
崎
宏
子
(
秋
田
A
C
H川
尻
小
)
が
堂
々
と
優
勝
し
た
。
(
『
朝
日
新
聞
』

一
九
八

O

-
八
・
三
O
朝
一
七
)

ま
た
、
格
助
詞
を
伴
わ
な
い
、
時
を
表
わ
す
成
分
「
今
日
」
「
来
年
」
「
翌
日
」
な
ど
が
主
題
化
さ
れ
て
「
j
は
L

と
な
っ
た
附
の
よ
う

な
文
も
、
こ
の
①
型
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



(6) 

「
当
時
は
検
査
が
な
か
っ
た
し
、
病
院
へ
行
け
ば
お
金
が
か
か
る
。
だ
か
ら
、
・
お
父
さ
ん
も
行
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

(工

藤
宜
『
佐
渡
に
ん
げ
ん
巡
礼
』
六
九
)

「
1
は
1
が
'
l
l
・
-
」
構
文
は
大
部
分
が
、
各
種
の
連
用
成
分
が
主
題
化
さ
れ
て
で
き
た
「
j
は
」
を
も
っ
、
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
で
あ

る。

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

② 
A 

「
象
は
鼻
が
長
い
L

型

こ
れ
は
、
問
に
図
示
す
る
よ
う
に
、
格
成
分
内
の
名
詞
修
飾
要
素
「

1
の
L

が
主
題
化
さ
れ
て
「
j
は
L

に
な
っ
た
「

1
は
1
が
l
l

i
L
構
文
で
あ
る
。

恥
恥
E
Jド…
山
町
)
J

事
由

つ
ま
り
、
「
象
は
鼻
が
長
い
L

は
「
象
の
鼻
が
長
い

(7) 

国
凶
(
こ
と
ご
と
い
う
論
理
関
係
を
も
と
に
し
て
、
「
象
の
」

の
主
題
化
に
よ
っ
て
で

き
た
文
な
の
で
あ
る
。
閣
や
閣
が
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
。

A
7
の
学
生
は
総
じ
て
風
采
が
よ
い
。

9) (8) 

(
朝
永
振
一
郎
『
鏡
の
な
か
の
世
界
』
一
一
)

憲
法
判
断
の
回
避
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
裁
判
に
も
、
前
例
が
あ
る
。
(
『
毎
日
新
聞
』

一
九
八
一
・
七
・
七
タ
ニ

②
B

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型

②

A
と
同
じ
く
、
名
詞
修
飾
要
素
「

1
の
」
が
主
題
化
さ
れ
た
「
1
は
」
を
も
っ
構
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑨
A
型
の
「
1
は
」
は

格
成
分
内
の
「
1
の
」
が
主
題
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
タ
イ
プ
の
「

1
は
」
は
述
語
名
詞
句
内
の
「

1
の
」
が
主

47 

題
化
、
芯
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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(10) 

岡
同
工
凶
(
小
川
一
件
哩
一
1
m
l閑
岡
工
凶

こ
の
タ
イ
プ
の
構
文
に
つ
い
て
は
、

次
節
以
下
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

③
「
辞
書
は
新
し
い
の
が
よ
い
」
型

こ
れ
は
、
制
に
示
す
よ
う
に
、
格
成
分
内
の
名
詞
が
主
題
化
さ
れ
て
「
j
は
」
と
な
っ
た
構
文
で
あ
る
。

)
 
1
 

1
A
 
(
 

国

名
詞
が
出
て
行
っ
た
後
の
空
所
に
は
「
の
L

「
も
の
」
「
品
」
な
ど
が
入
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
閣
の
よ
う
な
例

が
あ
る
。

聞 ト
ラ
ッ
ク
叫
ユ
ニ
セ
フ
(
国
際
児
童
基
金
)
の
応
仰
が
か
な
り
目
に
つ
き
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
日
本
製
で
あ
る
。
(
『
朝
日
新

一
九
八

0
・一

0
・
二
二
朝
四
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
旅
」
)

(12) 
④
「
こ
の
間
題
は
解
く
の
が
難
し
い
」
型

こ
の
タ
イ
プ
は
、
名
調
修
飾
節
(
あ
る
い
は
名
詞
節
)
内
の
格
成
分
が
主
題
化
さ
れ
て
「
1
は
」
と
な
っ
た
も
の
で
、
仰
の
よ
う
な

構
造
を
も
っ
て
い
る
。



(13) 

日
」
の
周
題
一
h
A

を
一
同
市
川
出

川
酬
の
よ
う
な
例
が
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
。

14) 

し
か
し
彼
ら
が
ど
ん
な
数
学
を
知
っ
て
い
た
か
は
、
推
測
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い
。
(
遠
山
啓
『
数
学
入
門
(
上
)
』
二
)

以
上
の
①
型
か
ら
④
型
の
う
ち
、
①
型
は
主
文
の
述
語
の
連
用
成
分
(
格
成
分
)
が
主
題
化
さ
れ
た
「
1
は
」
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
、
②
型
、
③
型
、
④
型
は
名
詞
句
内
要
素
が
主
題
化
さ
れ
た
「

1
は
」
を
も
っ
と
い
う
点
で
一
括
で
き
る
。
と
い
う

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

こ
と
は
、

「
1
は
1
が
j

a

」
構
文
の

の
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ら
①

(
②
型
、
③
型
、
④
型
)

に
な
っ
て
い
る
も
の

「
1
は
L

は
、
連
用
成
分
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
(
①
型
)
と
、
名
詞
句
内
要
素
が
も
と

型
か
ら
④
型
の
延
長
線
上
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
な
か
に
含
め
る
こ
と
が
困
難
な
構
文
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
⑤
型
と
⑥
型
で
あ
る
。

⑤
「
こ
の
花
は
い
い
に
お
い
が
す
る
」
型

「
ー
が
;

:

L

と
い
う
形
の
慣
用
句
を
含
む
「

1
は
1
が
l
a
t
-
L

構
文
で
あ
る
。

慣

用

旬

、11
1
1
1
1〉
I
l
l
i
-
-
J

山
上
川
山
由
国

の
部
分
の
結
合
が
強
く
、
こ
れ
全
体
で
一
つ
の
述
語
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
た
め
、

(15) 
こ
の
場
ム
口
、

「
に
お
い
が
す
る
」

全
体
に
対
し
て
主
格
の
関
係
に
立
つ
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。
四

は
「
に
お
い
が
す
る
」

(16) 

鼻
に
吹
き
こ
む
風
は
、

私
は
彼
女
の
そ
の
時
の
孤
独
感
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

一
九
六
)

(17) 

49 

⑥
そ
の
他

「
こ
の
花
」

石
鹸
の
味
が
し
た
。

(
安
部
公
房

『
砂
の
女
』

(
野
々
山
真
輝
帆
『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
』
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短
絡
や
省
略
、
ね
じ
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
論
理
的
な
格
関
係
に
戻
せ
な
い
よ
う
な
「

1
は
1
が
:
:
」
構
文
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
在

す
る
。
制
、
仰
が
そ
の
例
で
あ
る
。

(18) 

り
っ
ぱ
な
住
宅
の
あ
る
、
静
か
な
街
を
歩
く
の
は
気
分
が
落
ち
着
く
。

(
松
本
清
張
『
聞
か
な
か
っ
た
場
所
』
一
二
六
)

(19) 

こ
の
日
の
空
も
ょ
う
は
日
中
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空
が
続
き
、

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
一
時
雨
と
な
っ
た
。
(
『
北

国
新
聞
』

一
九
八
一
・
八
・
七
夕
七
)

以
上
、

「
1
は

1
が
i

j
」
構
文
の
分
類
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
示
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
は
互
い
に
完
全
に
独
立
し
た

も
の
で
は
な
く
、
あ
る
タ
イ
プ
と
他
の
タ
イ
プ
が
連
続
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
連
続
性
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

示
す
余
裕
は
な
い
が
、
②
B
型、

つ
ま
り
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
と
他
の
「

1
は
1
が
・

B

」
構
文
の
係
わ
り
に
つ
い
て

は
第
四
節
で
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
構
造
と
機
能

「
1
は

1
が
l
i
s
-
」
構
文
の
う
ち
、
②
A

「
象
は
鼻
が
長
い
」
型
に
つ
い
て
は
比
較
的
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
し
か
し
、
②
B
「カ

(
3
)
 

キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
に
つ
い
て
は
、
②
A
型
の
陰
に
か
く
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
以
下
三
節
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
②
B
型
の
構
文
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
行
く
。

②
B

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
構
文
は
、
前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
側
の
よ
う
な
論
理
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

側
広
島
が
カ
キ
料
理
の

場
一
(
で
あ
る
こ
と
)

聞
の
代
わ
り
に
仰
と
い
う
論
理
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。



伽
カ
キ
料
理
の
陽
一
が
広
島
(
で
あ
る
こ
と
)

仰
を
排
し
て
聞
を
取
る
根
拠
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
は
、
仰
の
「
ガ
キ
料
理
の
」
を
主
題
化
し
た
闘
が
不
自
然
で
あ
り
、
実
例
に
・
お
い
て
も
仰
の
よ
う
な
文
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

で
あ
る
。

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

側
?
カ
キ
料
理
は
本
場
が
広
島
だ
。

ま
た
、
聞
か
ら
問
題
の
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
仰
に
示
す
よ
う
に
、

「
カ
キ
料
理
の
」
を
主
題
化

し
た
上
で
、

「
本
場
」
と
「
広
島
」
を
入
れ
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
複
雑
な
操
作
を
必
要
と
す
る
理
由
は
考
え
ら
れ

か
晶
い
。

一
昨
州
立
}
(
列
γ

闘
ぽ
由
民
軍
凶

(23) 
第
二
の
根
拠
は
、

の
付
加
に
よ
る
主
題
化
を
受
け
な
い
、

い
わ
ゆ
る
陰
題
の
転
住
文
で
は
、

仰
を
も
と
に
し
た
凶
が
不
自
然
で

「
+
A
F
L

あ
り
、
実
例
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。

制
?
カ
キ
料
理
の
一
本
場
一
が
広
島
だ

実
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、

(
4
)
 

仰
と
同
じ
語
順
を
も
っ
仰
の
よ
う
な
文
で
あ
る
。

位。

前
記
の
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
規
則
を
、
民
間
機
だ
け
で
な
く
自
衛
隊
機
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
点
が
、

今
回
の

(
柳
田
邦
男
『
失
速
・
事
故
の
視
角
』
二
九
六
)

51 

さ
て
、
聞
の
よ
う
な
基
底
か
ら
は
、
何
を
主
題
と
し
て
「
は
」
で
と
り
た
て
る
か
に
よ
っ
て
、
三
通
り
の
文
が
派
生
可
能
で
あ
る
。

回
配
町
が
刈
判
州
瑚
到
利
朝
一
(
で
あ
る
こ
と
)

位。
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第
一
は
、
述
語
名
詞
匂
全
体
、
側
で
言
え
ば
「
カ
キ
料
理
の
本
場
L

が
主
題
化
さ
れ
る
、
側
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

州
刑
判
劃
到
羽
駅
は
紅
白
だ
。

世6)」
の
種
の
主
題
化
は
制
約
も
少
な
く
、
最
も
一
般
的
で
あ
る
。

第
二
は
、
主
格
名
詞
「
広
島
が
」
が
主
題
化
さ
れ
て
、
聞
の
よ
う
な
文
が
派
生
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

広
島
は
カ
キ
料
理
の

Gわ

さ塁
た

し
か
し
、
こ
の
種
の
主
題
化
に
は
強
い
制
約
が
あ
る
。
例
え
ば
、
側
か
ら
仰
を
派
生
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

(28) 

漏
電
が
こ
の
火
事
の
一
原
因
一
(
で
あ
る
こ
と
)

側
?
漏
電
は
こ
の
火
事
の
原
因
だ
。

こ
の
種
の
主
題
化
が
可
能
な
の
は
、
主
格
名
詞
と
述
語
名
詞
が
、
措
定
で
は
な
く
指
定
(
』

L
E
E
-
z
t
oロ
)
の
関
係
に
あ
る
と
き
に

(
5
)
 

限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

第
三
は
、
述
語
名
詞
句
の
名
詞
修
飾
要
素
「
カ
キ
料
理
の
」
が
主
題
化
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

側
カ
|
引
料
配
は
配
配
、
ヰ
同
園
た
。

こ
の
種
の
主
題
化
が
可
能
な
の
は
、
述
語
名
詞
が
「
特
徴
」
「
中
心
」
「
原
因
」
「
目
的
」
な
ど
を
表
わ
す
場
合
に
限
ら
れ
る
。
(
詳
し
く

は
次
節
参
照
。
)
こ
の
種
の
主
題
化
が
で
き
な
い
例
を
、
挙
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
附
の
「
彼
女
た
ち
の
」
を
主
題
化
し
て
仰
を
つ
く
る

こ
と
は
難
し
い
。

。1)
「
日
本
の
男
性
記
者
は
み
な
さ
ん
、
お
行
儀
が
良
く
て
扱
い
や
す
い
」
と
い
う
の
が
、

彼
女
た
ち
の
一
感
想
下
に
。

(
『
朝
日
新
聞
』

一
九
八
一
・
七
・
二
二
タ
三
「
オ
タ
ワ
の
風
」
)



側
?
彼
女
た
ち
は
、

「
日
本
の
男
性
記
者
は
み
な
さ
ん
、
わ
行
儀
が
良
く
て
扱
い
や
す
い
L

と
い
引
広
が
閣
国
だ
。

同
じ
よ
う
に
、

(33) 
の

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
L

を
主
題
化
し
て
倒
を
つ
く
る
こ
と
も
難
し
い
。

(33) 

経
営
危
機
の
中
で
、
正
常
な
商
行
為
を
越
え
た
無
理
な
販
路
開
拓
を
し
て
飛
躍
を
す
る
、
と
い
う
の
が
、

ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
一
一

同
閉
山
の
よ
う
に
見
え
る
。
(
柳
田
邦
男
『
失
速
・
事
故
の
視
角
』
八
四
)

倒
?
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
は
、
経
営
危
機
の
中
で
、
正
常
な
商
行
為
を
越
え
た
無
理
な
販
路
開
拓
を
し
て
飛
躍
を
す
る
、
と
い
う
の
が
、

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

一
つ
の
パ
タ
ー
ン
一
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
タ
イ
プ
の
文
は
、

「
カ
キ
料
理
」
の
部
分
に
と
っ
て
重
要
な
一
側
面
を

「
広
島
が
本
場
だ
」
の
部
分

で
叙
述
す
る
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
る
c

そ
の
た
め
、
述
語
名
詞
は
、
物
事
の
重
要
な
一
側
面
を
表
わ
す
「
特
徴
」
や

「
中
心
」
の

よ
う
な
名
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聞
の

「
感
想
」
や
倒
の

「
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
」
は

「
彼
女
た
ち
」
や
「
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
L

の
重

要
な
側
面
を
表
わ
さ
な
い
の
で
、

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
述
語
名
詞
匂
の
名
詞
修
飾
要
素
の
一
部
だ
け
が
主
題
化
さ
れ
た
倒
の
よ
う
な
特
殊
な
例
も
存
在
す
る
。

(35) 

う
な
ぎ
と
違
っ
て
ど
じ
ょ
う
は
養
殖
が
難
し
い
の
が
高
値
の
原
因
。
(
『
日
本
経
済
新
聞
』

九
八

-
七
・
五
朝
九
)

」
の
文
は
側
が
基
底
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(36) 

(
ど
じ
ょ
う
の
)
養
殖
が
難
し
い
の
が
ど
じ
ょ
う
の
高
値
の
一
原
因

(
で
あ
る
こ
と
)

」
こ
か
ら
、
述
語
名
調
句
全
体
、

つ
ま
り
「
ど
じ
ょ
う
の
高
値
の
原
因
」
を
主
題
化
す
れ
ば
闘
が
で
き
、
述
語
名
詞
句
の
名
詞
修
飾
要

素
「
ど
じ
ょ
う
の
高
値
の
」
を
主
題
化
す
れ
ば
倒
が
で
き
る
。

53 
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が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
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そ
し
て
、

(38) 

ど
じ
ょ
う
の
高
値
は
養
殖
が
難
し
い
の
が
原
因
で
あ
る
。

コ
フ
な
、
ぎ
L

と
の
対
比
の
関
係
で
「
ど
じ
ょ
う
の
」
だ
け
を
主
題
化
す
れ
ば
倒
に
な
る
の
で
あ
る
。

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
述
語
名
詞

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
タ
イ
プ
の
文
は
、

主
題
で
あ
る
名
調
句
の
重
要
な
一
側
面
を
叙
述
す
る

文
で
あ
る
た
め
、
そ
の
述
語
名
調
に
は
制
約
が
あ
る
。

本
節
で
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
文
に
用
い
ら
れ
る
述
語
名
調
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
観
察
し
て
行
く
。

こ
の
構
文
に
用
い
ら
れ
る
名
詞
を
、
便
宜
上
、

A
群
か
ら

I
群
に
分
類
す
る
。

A 

「
特
徴
」
群

「
癖
」
群

「
中
心
・
代
表
・
標
準
」
群

「
限
度
」
群

「
基
盤
」
群

B C D E F 

「
源
」
群

G 

「
目
的
」
群

H 

時
間
関
係
群

I 

数
量
関
係
群



で
は
、
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群
に
属
す
る
名
調
を
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
た
実
例
と
と
も
に
示
し
て
行
こ
う
。

A 

「
特
徴
」
群

こ
こ
に
属
す
る
の
は
「
特
徴
」
「
特
色
」
「
利
点
」
「
と
り
え
」
「
身
上
」
「
欠
点
」
「
弱
点
」
と
い
っ
た
名
詞
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
が

み
の
ヲ
ハ
出
。

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

金
沢
の
町
凶
本
屋
さ
ん
が
多
い
の
州
開
閣
で
あ
る
。
(
五
木
寛
之
『
事
ゴ
キ
ブ
リ
の
歌
』
二
六
七
)

・
、
実
は
こ
の
車
凶
整
備
州
開
凶
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
(
深
田
祐
介
『
新
西
洋
事
情
』
一
一
一
一
)

「
欠
点
」
「
難
点
」
は
「
問
題
」
「
課
題
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

制
商
社
則
、
ピ
っ
と
し
て
い
て
も
惰
性
で
メ
シ
が
食
え
る
と
こ
ろ
州
圏
だ
。
(
弱
日
新
聞
』
一
九
八
了
七
・
四
朝
八
「
語
録
」
)

こ
れ
が
さ
ら
に
「
急
務
」
に
な
る
と
形
容
動
調
的
に
な
り
、
「
必
要
」
に
な
る
と
完
全
に
形
容
動
調
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

側
阪
急
則
投
手
力
の
整
備
州
、
近
鉄
則
猛
牛
打
線
の
復
活
州
問
幽
。
(
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
一
・
七
二
一
一
朝
一
七
)

そ
の
他
、
「
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
」
「
ミ
ソ
」
な
ど
も
こ
の
群
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

。。“。
B 

「
事
」
群

人
間
の
も
っ
て
い
る
癖
や
好
み
な
ど
に
関
係
す
る
名
詞
「
く
せ
」
「
口
ぐ
せ
」
「
日
課
」
「
好
物
」
「
趣
味
」
「
特
技
」
「
楽
し
み
」
「
生
き

が
い
」
「
自
慢
」
な
ど
が
こ
の
群
に
属
す
る
。
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

N
さ
ん
刷
、
オ
ゥ
、
と
小
さ
く
叫
ぶ
の
J
訓
川
凶
で
、
何
か
び
つ
{
り
す
る
と
、
オ
ゥ
、
と
息
を
の
む
よ
う
な
声
を
出
す
の
だ
が
、

・
(
五
木
寛
之
『
ゴ
キ
ブ
リ
の
歌
』
一
八
四
)

(43) 
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C 

「
中
心
・
代
表
・
標
準
」
群

「
中
心
」
に
類
す
る
名
詞
と
し
て
は
、
「
一
焦
点
」
「
拠
点
」
「
本
場
」
「
主
産
地
」
「
ヤ
マ
場
」
「
峠
」
な
ど
が
あ
る
。

わ
が
国
の
レ
モ
ン
刷
、
昭
和
三
十
九
年
以
前
は
、
広
島
県
を
中
心
と
し
た
瀬
戸
の
島
々
出
州
制
引
創
出
F

こ
っ
た
。
(
『
朝
日
新
聞
』

体4

一
九
八

0
・
九
・
二
三
朝
八
「
村
か
ら
の
報
告
」
)

坂
道
判
左
手
に
曲
が
る
と
こ
ろ
州
固
だ
っ
た
。
(
松
本
清
張
『
聞
か
な
か
っ
た
場
所
』
三
九
)

そ
の
他
、
「
主
流
」
「
本
命
」
「
目
玉
」
「
専
門
」
「
本
業
」
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
職
業
」
プ
仕
事
」
「
任
務
」
な
ど
に
続
い
て
い
く
。

こ
の
町
の
「
乗
っ
て
守
ろ
う
倉
吉
線
L

運
動
則
、
町
費
を
つ
ぎ
込
ん
で
の
乗
客
増
対
策
州
岡
国
だ
。
(
『
朝
日
新
聞
』

仏日位。

一
九
八
了

九
・
一
タ
三
「
ゅ
う
か
ん
レ
ー
ダ
ー
」
)

「
代
表
L

に
類
す
る
名
詞
と
し
て
は
、
「
会
長
L

「
社
長
L

「
主
人
」
「
主
役
」
「
第
一
人
者
」
「
旗
頭
L

な
ど
が
あ
る
。

附
「
き
ょ
う
(
四
日
)
の
官
邸
削
島
国
」
(
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
八
一
七
五
朝
二
「
記
者
手
帳
」
)

「
標
準
」
に
類
す
る
名
詞
に
は
、
「
規
準
」
「
目
安
」
「
定
説
」
「
通
説
」
「
常
識
」
な
ど
が
あ
る
。

側
学
校
保
健
法
施
行
規
則
に
よ
る
と
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
(
第
二
類
)
は
寸
主
要
症
状
が
消
退
す
る
ま
で
」
登
校
を
停
止
す
る
の
が

岡
山
。
(
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
-
八
・
三

O
朝
一
一
八
「
暮
ら
し
と
健
康
」
)

側
滝
川
事
件
は
政
府
が
戦
前
の
大
学
と
学
問
に
対
す
る
弾
圧
で
自
由
主
義
的
刊
法
論
の
滝
川
教
授
を
狙
い
打
ち
に
し
た
と
こ
ろ
、

他
教
官
ら
が
自
然
発
生
的
に
当
局
に
抵
抗
し
た
と
い
う
の
州
同
開
(
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
一
・
七
二
一
一
朝
二
三
)

ま
た
、
「
基
本
」
「
建
前
」
「
本
音
」
「
ス
ジ
L

と
い
っ
た
名
調
も
こ
の
群
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

事
実
、
養
護
学
校
の
扱
い
方
削
生
徒
を
「
劣
っ
た
人
間
L

と
見
る
の
州
閣
出
に
っ
た
。
(
本
多
勝
一
『
ル
ポ
短
篇
集
』
二
二
九
)

し
か
し
、
ど
こ
と
も
入
居
者
の
多
く
凶
ょ
い
と
こ
が
見
つ
か
れ
ば
出
た
い
L

州
閃
唱
に
o

(

『
朝
日
新
聞
』

(51) (50) 

一
九
八
一
・
八
・



一
朝
一
二
「
ミ
ス
タ
ー
ど
ょ
う
」
)

こ
の
群
に
属
す
る
名
詞
は
い
ず
れ
も
「
中
心
的
な
」
「
主
な
」
「
一
番
の
」
「
唯
一
の
」
「
代
表
的
な
」
「
本
当
の
」
「
標
準
的
な
」
「
基
本
的

な
」
と
い
っ
た
概
念
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
容
詞
類
を
含
ん
だ
名
詞
句
も
ま
た
「
カ
キ
料
理
は
広
島

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

が
本
場
だ
」
構
文
の
述
語
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

が、

A
7
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
何
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
の
破
壊
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
、
立
最
大
の
テ
l
マ
一
な
の
で

(52) 

あ
る
。
(
『
毎
日
新
聞
』

一
九
八
一
・
七
・
七
夕
五
)

D

「
限
度
」
群

「
限
度
」
「
限
界
」
「
上
限
」
と
い
っ
た
名
詞
が
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

金
削
い
ま
州
岡
岨
で
す
。

(53) 

(
『
朝
日
新
聞
』

一
九
八
一
・
七
・
九
朝
四
「
金
ブ

i
ム
再
燃
」
)

E

「
基
盤
」
群

「
基
盤
」
の
ほ
か
「
前
提
」
「
条
件
」
「
根
拠
」
「
決
め
手
」
「
命
」
な
ど
が
こ
の
群
に
属
す
る
。

言
論
の
自
白
川
町
個
々
の
記
者
の
自
由
州
閤
噂
~
。
(
『
朝
日
新
聞
』

(54) 

一
九
八
一
・
六
・
一
六
タ
二
「
特
派
員
メ
モ
」
)

F

「
源
」
群

こ
の
群
に
属
す
る
名
詞
は
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
「
原
料
」
「
原
型
」
「
原
産
地
」
「
郷
里
」
「
本
家
」
「
原
点
」
と

57 

い
っ
た
種
類
の
名
詞
で
あ
る
。

間
ト
ウ
ガ
ラ
シ
削
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
ア
ン
デ
ス
州
開
問
幽
。
(
『
朝
日
新
聞
』

も
う
一
つ
は
「
原
因
」
「
一
因
」
「
き
っ
か
け
」
「
発
端
」
「
動
機
」
「
犯
人
」
と
い
っ
た
種
類
の
名
詞
で
あ
る
。

一
九
八

0
・一

0
・
二
一
朝
一
三
)
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(56) 

私
が
職
業
作
家
の
道
に
踏
み
こ
ん
だ
の
則
、
そ
の
新
人
賞
を
も
ら
っ
た
の
州
問
け
凶
で
あ
る
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
感
慨
が
あ
っ

た
。
(
五
木
寛
之
『
ゴ
キ
ブ
リ
の
歌
』
八
四
)

G

「
目
的
」
群

(57) こ
こ
に
は
「
目
的
」
「
目
標
」
「
ね
ら
い
」
「
目
当
て
」
「
眼
目
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

「
君
削
何
州
問
幽
な
の
だ
。
高
橋
千
代
子
を
真
似
て
、
お
れ
を
脅
迫
し
、
何
を
お
れ
か
ら
取
ろ
う
と
い
う
の
だ
。
金
か
?
」
(
松

本
清
張
『
聞
か
な
か
っ
た
場
所
』

一
五
七
)

こ
の
総
合
検
診
は
、
職
場
検
診
な
ど
が
な
い
自
営
業
者
や
主
婦
を
カ
バ
ー
す
る
の
と
、
胃
が
ん
や
肺
が
ん
、
結
核
や
肝
臓
病
な

ど
を
早
期
発
見
し
て
、
医
療
費
の
膨
張
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
謝
凶
。
(
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
・
六
・
二
七
朝
二
三
)

な
お
、
「
結
果
」
と
い
う
名
調
は
「
原
因
」
と
対
義
の
関
係
に
あ
る
が
、
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
述
語
に
は
な
り
に
く

(58) 
ぃ
。
あ
る
物
事
が
起
こ
っ
た
り
行
な
わ
れ
た
り
す
る
と
き
、

「
原
因
」

(
時
間
的
に
前
)
と
「
目
的
L

(

時
間
的
に
後
)
は
、
そ
の
時
点

で
の
そ
の
物
事
の
存
立
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
結
果
」
は
、
後
に
な
っ
て
わ
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
点
で
は

そ
の
物
事
の
存
立
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
た
め
、
こ
の
構
文
の
述
語
に
な
り
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
。
「
結
果
」
に
類
し
た
名
詞
で
も
「
オ

チ
」
は
、
後
か
ら
わ
か
っ
た
結
果
を
表
わ
す
語
で
は
な
く
、
そ
の
時
点
に
身
を
置
い
て
結
果
を
予
想
す
る
表
現
で
あ
る
た
め
、
こ
の
構

文
の
述
語
に
な
り
や
す
い
。

H 

時
間
関
係
群

あ
る
物
事
に
と
っ
て
の
大
事
な
「
時
」
を
表
わ
す
「
初
日
L

「
シ
ュ
ン
」
「
買
い
ど
き
」
「
潮
ど
き
し
「
締
め
切
り
(
日
ど
と
い
っ
た
名

詞
も
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
述
語
に
な
る
。
側
も
こ
の
種
の
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



(59) 

大
阪
の
夏
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ツ
ク
ス
大
阪
天
満
宮
(
五
北
区
天
神
橋
唾
二
一
子
丁
目
旦
)
の
天
神
祭
.
削
削
二
十
四
日
州
周
回
開
。

(2『
朝
日
新
聞F』

一
九
八

0
・
七
・
二
五
朝
二
二
)

数
量
関
係
群

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

「
ほ
と
ん
ど
」
「
大
半
」
「
多
数
L

「
八
割
」
「
半
分
」
と
い
っ
た
数
量
を
表
わ
す
語
も
こ
の
構
文
の
述
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。

側
日
当
則
一

0
0
0円
ク
ラ
ス
剥
間
凶
で
あ
る
。
(
本
多
勝
;
ル
ポ
短
篇
集
』
二
二
ハ
)

こ
の
群
の
語
が
述
語
に
使
わ
れ
た
「
A
は
B
が
X
だ
」
構
文
は
、

「B
」
と
「
X
」
を
入
れ
換
え
て
「
A
は
X
が
B
だ
」
に
す
る
こ
と

(
6
)
 

「一

0
0
0円
ク
ラ
ス
」
と
「
ほ
と
ん
ど
」
を
入
れ
換
え
た
附
も
完
全
に
自
然
な
文
で
あ
る
。

が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
側
の

日
当
は
ほ
と
ん
ど
が
一

0
0
0円
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

(61) 以
上
、

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
構
文
に
用
い
ら
れ
る
名
詞
述
語
を
便
宜
的
に
A
群
か
ら
I
群
に
分
け
て
見
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
各
群
は

E
い
に
重
な
り
合
い
な
が
ら
連
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
す
べ
て
の
名
詞
に
共
通
す
る
点
を
一
言

で
言
え
ば
、
そ
れ
は
、

「
あ
る
物
事
の
重
要
な
一
側
面
を
表
わ
す
語
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
周
辺

前
節
で
観
察
し
た
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
周
辺
に
は
、
こ
の
構
文
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
非
常
に
近
い

と
考
え
ら
れ
る
文
が
あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
他
の
構
文
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
を
、
四
つ
の
方
向
か
ら
眺
め
て
み
た
い
。
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①
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
に
な
っ
て
い
る
」

へ
の
方
向



(62) 
「
だ
」
系
統
の
か
わ
り
に
「
に
(
と
)
な
る
」
が
用
い
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

が
ん
の
ざ
っ
と
八
割
削
、
何
ら
か
の
形
で
食
べ
物
州
固
に
な
っ
て
い
る
o

(

『
朝
日
新
聞
L

一
九
八
一
・
六
・
二
八
朝

60 

「
が
ん
と
の
対
決
L
)

(63) 

米
国
に
と
っ
て
歴
史
的
な
失
敗
と
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
は
、
南
シ
ナ
海
上
に
第
七
艦
隊
を
繰
り
出
し
、

ベ
ト
ナ
ム
軍
と

交
戦
し
た
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
、
立
大
き
な
き
っ
か
け
一
と
な
っ
た
。
(
『
朝
日
新
聞
』

九
J¥. 

-
八
・
二
一
朝
五
「
社
説
」
)

こ
れ
ら
の
「
に
(
と
)
な
る
」
は
「
だ
L

系
統
の
語
に
置
き
換
え
て
も
ほ
と
ん
ど
意
味
が
か
わ
ら
な
い
。
こ
う
し
た
文
も
「
カ
キ
料
理

は
広
島
が
本
場
だ
L

構
文
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
た
だ
、
「
1
に
」
「
1
と
」
を
格
成
分
と
考
え
れ
ば
、
第
一
節
の
分
類

上
は
②
A

「
象
は
鼻
が
長
い
」
型
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
種
の
文
は
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構

文
の
周
辺
(
あ
る
い
は
周
囲
)
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
心
部
に
「
A
は
B
が
特
徴
だ
」
の
よ
う
な
文
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
「
A
は
B
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
」
が
あ
る

と
す
る
と
、
そ
の
さ
ら
に
外
側
に
は
「
A
は
B
に
特
徴
が
あ
る
」
と
い
う
形
の
構
文
が
あ
る
。

バ
ケ
ツ
の
中
の
水
は
一
つ
一
つ
が
離
れ
て
い
な
い
で
、

(64) 

一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
川
園
が
あ
る
。

(
遠
山
啓
『
数
学
入
門

(
上
)
二
四
)

こ
う
な
る
と
、
も
う
②
A
「
象
は
鼻
が
長
い
」
型
の
文
と
見
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
を
表
わ
す
の
に
「
A
は
B
を
特
徴
と
す
る
」
と
い
う
形
の
文
も
用
い
ら
れ
る
。

側
民
主
政
治
則
政
権
の
交
代
剖
岡
聞
と
し
て
い
る
o

(
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八

0
・
八
二
一
一

O
朝
四
)

闘
の
「
民
主
政
治
は
」
は
「
民
主
政
治
が
」
が
主
題
化
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
文
は
「
1
は
1
が
6
1
1
1
e

」
構
文
で
も
な
い
。



し
か
し
、

「A
は
B
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
」
も
「
A
は
B
に
特
徴
が
あ
る
」
も
「
A
は
B
を
特
徴
と
す
る
」
も
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
同
ピ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

「
な
る
」
「
あ
る
」
「
す
る
」
が
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
「
形
式
動
調
」
と
呼
ん
で
も
よ
い

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
形
式
動
調
」
は
、
固
有
の
動
作
・
状
態
を
表
わ
す
機
能
を
失
っ
て
、
格
の
指
定
を
担
当
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
「
A

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

は
B
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
」
「
A
は
B
に
特
徴
が
あ
る
」
「
A
は
B
を
特
徴
と
す
る
L

の
そ
れ
ぞ
れ
で
格
助
詞
が
異
な
る
の
は
、
「
な
る
」

「
あ
る
」
「
す
る
」
の
と
る
格
助
詞
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

②
「
彼
女
は
料
理
が
得
意
だ
」

へ
の
方
向

「A
は
B
が
特
技
だ
」
は
「
B
が
A
の
特
技
(
で
あ
る
こ
と
)
」
を
基
底
と
す
る
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
だ
と
考
え
て

き
た
。
「
A
は
B
が
得
意
だ
」
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。

「
得
意
だ
」
は
形
容
動
調
的
な
性
格
が
強
い
た
め
、

ふ
つ
う
「
A
が
B
が
得
意
(
で
あ
る
こ
と
ご
と
い
う
格
関
係
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
「
B
が
A
の
得
意
(
で
あ
る
こ
と
ご
と
い
う
関
係
で
捉
え
る
こ
と
も
不
可
能
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
側
の
基
底
は
附

と
も
側
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(67) 

こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
た
ち
刷
、
歩
く
こ
と
州
岡
県
も
(
『
朝
日
新
聞
』

こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
た
ち
が
歩
く
こ
と
が
苦
手
(
で
あ
る
こ
と
)

一
九
八
一
・
九
・
八
朝
一

「
天
声
人
語
」
)

(66) (68) 

歩
く
こ
と
が
こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
た
ち
の
苦
手
(
で
あ
る
こ
と
)

「
得
意
」
や
「
苦
手
」
が
形
容
動
詞
と
名
調
の
中
間
の
位
置
に
あ
る
の
を
反
映
し
て
、
「
A
は
B
が
得
意

(
苦
手
)

だ
」
と
い
う
文
も

61 

①
型
と
②
B
型
の
中
間
に
あ
る
の
で
あ
る
。
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「
A
は
B
が
特
技
だ
」
を
中
心
と
す
る
と
、
そ
の
外
側
に
「
A
は
B
が
得
意
だ
」
が
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
外
側
に
「
A
は
B
が
上
手

だ
」
「
A
は
B
が
う
ま
い
」
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

③
「
日
本
酒
は
カ
ン
を
し
て
飲
む
の
が
普
通
だ
し

へ
の
方
向

「
常
」
「
通
例
」
「
き
ま
り
」
「
慣
例
」
「
慣
わ
し
」
と
い
っ
た
語
は
、

一
見
、
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
L

構
文
の
述
語
名
詞
に

な
る
よ
う
に
見
え
る
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演
す
る
タ
レ
ン
ト
は
、

風
景
品
屋
を
使
う
の
甜
凶
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
見
方
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
倒
の
「
慣
わ
し
」
を
「
こ
の
世
界
の
慣
わ
し
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

(69) 

一
階
の
大
宴
会
場
の
舞
台
に
近
い
部
屋
、

ホ
テ
ル
で
楽
屋
用
と
呼
ん
で
い
る
殺

(
小
峰
元
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
最
期
の
弁
明
』
六
二
)

か
ら
考
え
て
、
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演
す
る
タ
レ
ン
ト
」
は
、
直
接
「
慣
わ
し
」
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
く
‘
「
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン
に
出
演
す
る
タ
レ
ン
ト
が
a
l
l
-
使
う
の
」
と
い
う
名
詞
節
の
内
部
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
後
者
の
場
合
、
こ
の
側
は

第
一
節
の
分
類
で
は
④
「
こ
の
問
題
は
解
く
の
が
難
し
い
」
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
「
常
」
「
通
例
」
「
慣
わ
し
」
と
い
っ
た
語
が
述
語
名
詞
に
用
い
ら
れ
た
「
1
は
1
が
l
l
a
-
-
」
構
文
は
、
②
B

「
カ
キ
料
理

は
広
島
が
本
場
だ
」
型
と
④
「
こ
の
問
題
は
解
く
の
が
難
し
い
」
型
の
中
間
に
佐
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
述
語
が
「
普
通
」
「
一
般
的
」
な
ど
に
な
る
と
、
「
1
の
普
通
」
と
い
う
言
い
方
が
で
き
な
い
以
上
、
②
B
型
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
④
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

公
営
の
宿
泊
施
設
は
、
政
府
の
外
郭
団
体
や
地
方
自
治
体
が
国
の
補
助
金
を
う
け
て
国
、
公
有
地
に
建
設
し
、
市
長
村
や
公
益

団
体
が
運
営
し
て
い
る
の
州
間
喝
(
『
朝
日
新
聞
』

。。

一
九
八
一
・
七
・
一
二
朝
三
)



寸
だ
ざ
い
ふ
」
の
表
し
方
は
、
現
在
の
町
名
や
天
満
宮
は
寸
太
宰
府
」
、
歴
史
上
の
役
所
、
史
跡
は
寸
大
宰
府
」
と
す
る
の
が

市
品
。
(
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
一
七
一
九
朝
一
一
五
日
本
史
の
舞
台
」
)

「
普
通
」
や
「
一
般
的
(
に
)
」
は
副
調
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
語
で
、
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
き
に
も
か
な
り
ム

l
ド
的
な
性

。1)格
が
強
い
。

④
「
彼
女
に
会
っ
た
の
は
そ
の
時
が
最
初
だ
っ
た
」
へ
の
方
向

「カキ料理は広島が本場だ」構文について

最
後
に
、
「
A
は
B
が
最
初
(
最
後
)
だ
」
型
の
文
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

鵜
原
空
の
文
字
を
禎
子
が
見
た
の
引
」
れ
-
』
固
で
あ
っ
た
。
(
松
本
清
張
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
二
九
)

「
自
衛
隊
は
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
」
と
し
た
の
凶
四
十
八
年
の
第
十
一
回
党
大
会
州
国
明
(
『
朝
日
新
聞
』

一
九
八
一
・
九
・

(73) (72) 

八
朝
二
)

こ
れ
ら
の
文
は
、
仰
の
よ
う
な
構
造
を
基
底
と
し
た
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
の
一
種
だ
と
一
応
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
が
鵜
原
憲
一
の
文
字
を
禎
子
が
見
た
最
初
で
あ
っ
た

(74) 

(
こ
と
)

そ
の
さ
ら
に
奥
に
は
、
仰
の
よ
う
な
論
理
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
。

(7~ 

こ
の
と
き
初
め
て
禎
子
が
鵜
原
憲
一
の
文
字
を
見
た
(
こ
と
)

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
L

構
文
は
、
述
語
名
詞
が

以
上
の
よ
う
に
、

「
上
手
」
「
必
要
」
「
好
き
」
の
よ
う
な
形
容
動
詞
に
近

ゃ
つ
い
て
い
っ
た
り
、
「
普
通
」
「
最
初
」
の
よ
う
な
副
詞
に
近
づ
い
て
い
く
に
つ
れ
、
別
の
構
文
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
一
方
で
は
「
象

は
鼻
が
長
い
」
型
の
構
文
に
も
近
づ
い
て
い
く
。

63 

し
か
し
、
そ
の
聞
に
は
中
間
的
な
段
階
が
あ
る
た
め
、

「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
構
文
と
他
の

「
J
は
j
が
l
i
l
-
-
」
構
文
は
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連
続
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
連
続
性
に
よ
っ
て
、

「J
は
j
が
i
・
:
」
構
文
は
一
つ
の
構
文
パ
タ
ー
ン
と
し
て
の
統
一
を
保
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
実
際
の
言
語
運
用
の
上
で
は
、

「
私
は
チ
l
ズ
ケ
l
キ
が
好
物
だ
」
も
「
私
は
チ
l
ズ
ケ
l
キ
が
好
き
だ
」
も
同
一
の

構
文
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。
裏
を
か
え
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
表
層
パ
タ
ー
ン
に
基
づ
く
言
語
運
用
こ
そ
が
、
言
語
の
運
用
を
容
易

に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

五

ま
と
め

本
稿
で
扱
っ
た
主
要
な
論
点
を
整
理
し
て
・
お
こ
う
。

①
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
文
は
、
「
広
島
が
カ
キ
料
理
の
本
場
(
で
あ
る
こ
と
)
」
を
基
底
と
し
て
、
そ
の
述
語
名
詞
句

の
名
調
修
飾
要
素
「
カ
キ
料
理
の
」
が
主
題
化
さ
れ
て
で
き
た
文
で
あ
る
。

②
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
文
は
、
主
題
で
あ
る
名
詞
(
句
)
に
と
っ
て
の
重
要
な
一
側
面
を
叙
述
す
る
文
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
述
語
名
調
に
は
、
「
特
徴
」
「
中
心
」
「
代
表
」
「
原
因
」
「
目
的
」
な
ど
に
類
す
る
名
調
が
用
い
ら
れ
る
。

③
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」
型
の
文
は
、
「
A
は
B
に
特
徴
が
あ
る
」
型
、
「
A
は
B
が
上
手
だ
」
型
、
「
A
は
B
が
普
通
だ
」

型
の
文
に
、
そ
の
中
間
段
階
に
あ
る
文
を
介
し
て
、

つ
な
が
っ
て
い
る
。

(
一
九
八
一
・
九
・
一

O
)



「カキ料理は広島が本場だ」構文について

例
文
出
典

『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
一
三
版
(
大
阪
北
部
版
)
、
夕
刊
三
版
、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社

『
日
本
経
済
新
聞
』
朝
刊
一
二
版
、
日
本
経
済
新
聞
大
阪
本
社

R

北
国
新
聞
』
夕
刊
七
版
、
北
国
新
聞
社
、
金
沢

『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
一
四
版
(
摂
津
版
)
、
夕
刊
四
版
、
毎
日
新
聞
大
阪
本
社

安
部
公
房
『
砂
の
女
』
新
潮
文
庫
、
一
九
八
一

五
木
寛
之
守
ゴ
キ
ブ
リ
の
歌
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
三

工
藤
宜
『
佐
渡
に
ん
げ
ん
巡
礼
』
新
潮
社
、
一
九
八

O

黒
沼
ユ
リ
子
『
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
手
紙
|
|
J
ン
デ
ィ
へ
ナ
の
な
か
で
考
え
た
こ
と
』
岩
波
新
書
、

小
峰
元
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
最
期
の
弁
明
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
六

子
安
美
知
子
『
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
中
学
生
|
|
シ
ユ
タ
イ
ナ
l
学
校
の
教
室
か
ら
』
朝
日
新
聞
社
、

遠
山
啓
『
数
学
入
門
(
上
)
』
岩
波
新
書
、
一
九
五
九

朝
永
振
一
郎
『
鏡
の
な
か
の
世
界
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
五

野
々
山
真
輝
帆
『
ス
ペ
イ
ン
内
戦

l
l老
闘
士
た
ち
と
の
対
話
』
講
談
社
現
代
新
書
、

深
田
祐
介
『
新
西
洋
事
情
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
七

本
多
勝
一
『
ル
ポ
短
篇
集
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一

松
本
清
張
『
聞
か
な
か
っ
た
場
所
』
角
川
文
庫
、
一
九
七
五

松
本
清
張
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
新
潮
文
庫
、
一
九
七
一

柳
田
邦
男
『
失
速
・
事
故
の
視
角
』
文
春
文
庫
、
一
九
八
一

九
八

一
九
八

O

一
九
八

O

主

(
1
)
こ
こ
で
言
う
「
1
は
!
が
I
B
-
-

」
構
文
は
、
「
ー
は
」
と
「
1
が
」
が
同
じ
述
語
に
直
接
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
し
た
が
っ

て
、
寸
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
か
つ
て
C
N
T
が
支
配
し
た
町
で
あ
る
」
(
野
々
山
真
輝
帆
『
ス
ペ
イ
ン
内
戦
』
一
四
こ
の
よ
う
な
文
は
含
ま
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な
い
。な
お
、
「
J
は
J
が
1

1

0

1

，L

構
文
の
分
類
を
行
な
っ
た
も
の
に
は
、
森
田
良
行
『
基
礎
日
本
語
2
』
角
川
書
庖
、

|
八
六
頁
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
分
類
は
本
稿
で
行
な
っ
た
分
類
と
大
き
く
異
な
る
。

(
2
)
実
際
、
別
の
新
聞
で
は
、
閣
の
「
J
は
」
に
当
た
る
と
こ
ろ
が
「
ー
で
は
」
と
な
っ
て
い
て
、
聞
の
「
J
は
」
が
「
J
で
」
か
ら
来
て

い
る
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

川
女
子
二
百
M
平
泳
ぎ
で
は
小
学
生
の
長
崎
宏
子
(
秋
田
A
C
、
川
尻
小
六
年
)
が
第
一
人
者
の
渡
辺
智
恵
子
(
東
京
S
C
、
文
京
学

園
高
一
年
)
を
抑
え
優
勝
し
た
。
(
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八

0
・
八
・
三

O
朝
二
ハ
)

(
3
)
こ
こ
で
言
う
②
B
型
の
構
文
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
三
上
章
『
象
は
鼻
が
長
い
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六

O
、
第
一
章
7
、
同
「
『
象

ノ
鼻
』
を
め
ぐ
っ
て
」
ヨ
二
上
章
論
文
集
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
七
五
、
二
五
八
|
二
六
五
真
、
森
田
良
行
『
基
礎
日
本
語
2
』
八
四

|
八
五
頁
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
上
は
②
B
型
を
②
A
型
と
区
別
し
て
い
な
い
し
、
森
田
も
②
B
型
に
つ
い
て
は
二
、
三
の
例
文

を
挙
げ
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
に
過
、
ぎ
な
い
。

(
4
)
た
だ
し
、
従
属
節
の
な
か
で
は
聞
の
よ
う
な
語
順
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。

ωま
た
、
司
州
制
城
山
判
川
引
制
剖
州
剖
刷
矧
州
国
凶
岡
闘
が
何
で
あ
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、
;
:
(
黒
沼
ユ
リ
子
『
メ
キ
シ
コ
か

ら
の
手
紙
』
一
一
一
六
)

ご
れ
は
、
川
市
の
よ
う
な
独
立
文
が
従
属
節
に
そ
の
ま
ま
入
り
、
語
順
は
も
と
の
ま
ま
「
は
」
が
寸
が
」
に
か
わ
っ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

山
こ
の
地
域
に
お
け
る
潜
在
的
な
病
気
の
主
な
原
因
凶
何
で
あ
る
か
。

(
5
)
措
定
と
指
定
に
つ
い
て
は
、
三
上
章
『
現
代
語
法
序
説
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
七
二
、
四
四
!
四
九
頁
、
同
「
ハ
と
ガ
の
使
分
け
」

ヨ
二
上
章
論
文
集
』
七
七
頁
参
照
。

(
6
)
側
は
「
一

O
O
O円
ク
ラ
ス
が
日
当
の
ほ
と
ん
ど
(
で
あ
る
こ
と
ど
を
基
底
と
し
て
派
生
さ
れ
た
「
カ
キ
料
理
は
広
島
が
本
場
だ
」

型
の
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
制
は
「
日
当
の
ほ
と
ん
ど
が
一

0
0
0円
ク
ラ
ス
(
で
あ
る
こ
と
)
」
を
基
底
と
し
て
派
生
さ
れ
た
「
象
は

鼻
が
長
い
」
型
の
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
八

O
、
八
三

(
大
学
院
学
生
)


